









































































































　図 2 と図 3 のグラフから分かるように 1960 年
代以降、両市とも経営耕地面積は徐々に減少して
いる。とりわけ水田面積の減少が顕著である。
















　次に両市の 2010 年の「販売農家（30 アール以
上または年間の農産物販売金額が 50 万円以上の
農家）」の経営耕地面積の規模を見てみよう。図
4 のグラフから分かるように、両市とも 0.3 ～ 1.0
ヘクタール未満が多い。この経営耕地面積規模が
全体の 80％を占めている。




















































































































4 月～翌年 1 月にかけて週 1 回の座学と実習を
行っている。
　さらに町田市の取り組みが日野市と大きく異な






作業を “ 有償 ” にしている点が町田市の援農ボラ
ンティアの大きな特徴である。
4．援農ボランティアによる効果
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